
網野銚子山古墳（京丹後市）

網野銚子山古墳は前方の小高い丘陵上に所在する



これが網野銚子山古墳/前方後円墳/4世紀末～5世紀初頭の築造/右手前が前方部、左奥が後円部 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/PpSMU0XEaag


　　　　　くびれ部を見たところ/発掘調査中のテントとブルーシートが見える/左手が後円部、右手が前方部



　左手の後円部を見たところ



　右手の前方部を見たところ



　　　　説明板/日本海側及び京都府では最大規模の古墳と云う



　　　ここから前方部に登ってみよう



　　前方部墳頂から後円部方向を見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/Kz3vBmtN1wk


少し進んで、くびれ部と後円部方向を見たところ/発掘調査後か、墳頂が細かい砂のようなもので平らに均されてしまっている



　くびれ部から後円部方向を見たところ



　この先が後円部



　ここが後円部墳頂/標柱が立っている



　　　　「史蹟　銚子山古墳」とある



　後円部から先の墳丘斜面を見たところ/下は周溝跡のようだ



振り返って墳頂を見たところ/いやはや、だだっ広い



墳頂からは日本海が見えるが、古代にはこの下までが潟湖であったと見られ、潟湖往来の舟からは網野銚子山古墳がよく
見えたものと思われる/潟湖からは葺石で覆われた墳丘の横面を見せる形式をとっており、当時の丹後地方がこれら潟湖を
港として日本海交易を展開していたことが想像される/古墳の下に広がる平地は、古代においては砂洲で囲まれた潟となって
おり、良い港であったことであろう/パノラマで見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/YetD0tvDhLw


　　さて、これは後円部からくびれ部方向を見下ろしたところ



　　　　　そこで左手を見たところ



　　同じく右手を見たところ/発掘調査中だ！ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/IQqxPdv-WCk


　　　こういう地道な調査と記録が大きな発見の成果を生むんだね！

https://www.sankei.com/region/news/190905/rgn1909050030-n1.html

https://www.sankei.com/region/news/190905/rgn1909050030-n1.html


　　くびれ部と前方部方向を見たところ



　　　　　そこで左手を見たところ



　　　　　同じく右手を見たところ



　　くびれ部から前方部を見たところ/前方部の墳丘はあまり高くなく、前方部が発達していない古式の様子が見て取れる



さて、これは先程の周溝跡から後円部の墳丘を見たところ/墳丘周囲には東・南・西側の三方に周濠が巡らされていたらしい/
周溝跡は平らな状態に整備されている



そこで右手の周溝跡を見たところ/前方で周溝跡は終わってしまっている （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/3mcjVLwpiOU


　　　　　　左手に周溝跡を進む



　こちらも周溝跡はくびれ部の手前辺りで終わってしまっている



　振り返って見たところ/こちら側は墳丘の南側で、発掘調査から幅17～25mの周溝が巡っていたことが確認されていると云う



　それでは後円部の墳丘を登ってみよう



　途中左手を見ると平坦な部分がある/ここからが二段目だ



　更に墳丘を登る



　　　　　　すると、また左手を見ると平坦な部分がある/ここからが三段目だ/つまり、三段築成であることが見て取れる



　墳丘斜面にはこんな葺石の名残と思われる状況があった



　　　さて、前方の木々の辺りは前方部側に所在する陪塚の寛平法皇陵古墳跡



　　　前方部墳丘下から見たところ/手前に説明板がある



　　浦島太郎伝説のようだ



　　　　こちらにも説明板などが立っている/正面中央の大木が、その「しわ榎」のようだ/右手前方が前方部に登った階段







その背後の低いマウンドの上に小社があった/この奥は墓地になっていた



　　こちらにも小社があった/このエリアに寛平法皇陵古墳があったのであろうか （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/s1dindtl1To


日本海沿岸に於ける古墳時代前期の古墳の大きさを見ると、網野銚子山古墳が突出して大きいことが見て取れる/赤丸が網野銚子山
古墳/丹後地方では、弥生時代後期から古墳時代前半に、大きな勢力をもった政治勢力があった可能性（いわゆる「丹後王国」）が指摘
されている/埋葬施設は未調査だが、この古墳に葬られている人物は、少なくともヤマト王権と関係を持ち、大陸との交易等にも携わった
この地方の有力者であったと考えられると云う
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